
〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 都 海 公 道 公
市 市 岸 有 路 共

平 計 計 保 水 の 測
成 画 画 全 面 区 量
十 法 事 区 の 域 の
四 第 業 域 埋 の 終
年 六 の の 立 決 了
四 十 認 指 て 定 の

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 指 道 道 土 土 土 土
定 定 営 営 地 地 地 地
調 採 土 土 改 改 改 改
達 取 地 地 良 良 良 良
契 源 改 改 事 区 区 区
約 の 良 良 業 連 の の
に 指 事 事 の 合 解 役
係 定 業 業 施 の 散 員

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
肥 大 生 生 生 平 北
料 規 活 活 活 成 海
の 模 保 保 保 十 道
登 小 護 護 護 四 立
録 売 法 法 法 年 オ
の 店 に に に 度 ホ
有 舗 よ よ よ 薬 ー
効 立 る る る 種 ツ

第

〇 〇 〇 〇 〇
特 一 一 特 平
定 般 般 定 成
希 競 競 調 十
少 争 争 達 四
野 入 入 契 年 告
生 札 札 約 度
動 の の に 第
植 実 資 係 一

号

毎
週
火
・
金
曜

月 六 可 定 に 通
十 条 の 関 知
六 の 一 す
日 規 部 る

定 改 工
に 正 事
よ の
る し

火 都 ゅ
市 ん

曜 計 功
画 認

日 事 可

る の 変 変 行 解 に の
落 解 更 更 の 散 よ 就
札 除 計 計 同 に る 任
者 画 画 意 よ 清 及
等 の の る 算 び
の 決 決 清 人 退
公 定 定 算 の 任
示 の 人 就 の

一 の 任 届
部 就 の 出
改 任 届
正 の 出

届

期 地 施 指 医 商 ク
間 法 術 定 療 販 流
の 第 機 医 機 売 氷
更 六 関 療 関 業 科
新 条 の 機 の 認 学
第 指 関 指 定 セ
五 定 等 定 試 ン
項 の 験 タ

変 の ー（
廃 更 実 の
止 施 使（
） 廃 用
の 止 料

物 施 格 る 回 示 目
の に 落 北
指 関 札 海
定 す 者 道
に る 等 ア
係 公 の ウ
る 示 公 ト
公 示 ド
聴 ア
会 ガ
の イ
開 ド 次
催 試

日
発
行

業
の
施
行
（
二
件
） （

建（ （ （ （ （
都 都 砂 砂 道 設
市 市 防 防 路 部
環 環 災 災 整 総
境 境 害 害 備 務
課 課 課 課 課 課

出

（ （ （ （ （ （
土 土 土 土 土 土
地 地 地 地 地 地（ （

技 森 改 改 改 改 改 改
術 林 良 良 良 良 良 良
管 整 指 指 指 指 指 指
理 備 導 導 導 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

届 、 の
出 休 徴

止 収
） 事
の 務
届 の
出 委（

道 託
産 （ （
食 地 文
品 域 化（ （ （ （
安 産 保 保 保 薬 振
全 業 護 護 護 務 興
室 課 課 課 課 課 課

験
の
実
施

総 総
合 合
企 企（ （

自 画 画 地（
然 部 部 市 域
環 総 総 町 政
境 務 務 村 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一
二 二 二 二 二 二
四 三 二 一 一 一

１
時験

試 日
記 験筆

試

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
二 二 二 一 一 一 一 一
〇 〇 〇 九 九 九 九 八

第 北

北１ 海

海回平 道

道北成 告

ア海 示

ウ道年 第

トア４

ドウ月

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一
八 八 七 七 七 五 五

〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 一 特 一 遊 政
定 般 定 般 技 治
調 競 調 競 機 団
達 争 達 争 の 体
契 入 契 入 道 認 道 の
約 札 約 札 警 定 公 収

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
一 一 一 一 一 ー
四 四 三 二 一 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇
公 特 北 貸
募 定 海 金
型 調 道 業
プ 達 企 者

道 ロ 道 契 道 業 道 の 支
選 ポ 教 約 教 局 企 営

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
職 特
務 定
育 調
成 達
品 公 契
種 約
平時
成：：：

年
５
月：：：

間
日
火試基専専

）礎門山門

アト 号

振ガ
動ア
活ド日

告

験
例試

条ド
興イ

の
成次

平を
北お

年と

に の に の 察 及 安 支
係 資 係 資 本 び 委 報
る 格 る 格 部 型 員 告
入 に 入 に 告 式 会 書
札 関 札 関 示 の 告 の
の す の す 検 示 要
公 る 公 る 定 旨
告 公 告 公 等 の
示 示 に 公

関 表
す の
る 一
告 部

庁
挙 ー 育 に 育 工 業 業

告管 ザ 委 係 委 業 局 所
理 ル 員 る 員 水 告 又 示
委 の 会 落 会 道 示 は
員 実 教 札 教 料 事
会 施 育 者 育 金 務
告 長 等 長 の 所
示 公 の 告 収 所

告 公 示 納 在
示 事 地

務 等（
二 の の
件 委 不

の に
品 係
種 告 る
登 落
録 札

者
等
の
公
示

カ試

野野、野

分分岳分

験ー

験験ヌ験

試試
レ、
ト然

、自

一 イラ

一 ルフ

一

り

ィグ
デン

イィ

内ラテ

第る
例す

条施
道実
海

示。
条事

９知

第道

）海

号北

り
よ堀

に

示 訂
正
（
二
件
）

） 託 確
知

（
出（

農 納
産 局
園 総

成達

平
、

容）
グ

ン）

度
年也 一 一 一 一 一 一

三 三 三 三 三 二
七 六 五 四 一 七

一 一 一 一
二 二 二 二
六 六 六 五

芸 務
課 課
） ）

一 一
二 二
五 四



北

次

８９

海

の 道

と

の受合

告

お 格 欄験

示

り

に票

第

り送随 発 はの
付付表意
契 号

、約

け

北 海

７

記

験 北業導基専専上

受

分分金 手 海務入礎門門

修野野野額 数

道経研分

ウ等又料に

ア験

記技当

ト証は筆筆実相

ド明所記

道 公 報

６

期書 出 付付出 交提受

提

間先間類

期

第

３４５

試験筆実細験

試受詳受
込 技記技 験科は申 験 実
場及受 試試試資 会目、
案内

験はび験験格験案

試験内）

、試

号

２
実験筆

試

平技記 地
成

試試 及
十び
四験試験
年験

四

成お相

印試載平なの

会

、手

章験し

又申た
験７格を

は込受年合方

に定

名を票月者決

署書
に受を
し付、た

よ理送日はし

り
とる）格

消たす火合。

るは支書

すき。各証

印

験験る

ア書定試試試す

ど講）））額

ガなの験

の

ド習面

イ
試受

北 験講

海
収

験明道 円円円 受証

証 分分 込の入 １１ 申書

たを 当当 し紙 野野 書写

にた類

平北平のま書

た

お限、に

成海成な

道

受験備

年総年、り受不

企月送けにが

４合４郵
の付関あ

月
画

るるた

日部日場けすっ

地合
、類合

火域火は。書場
は

か興か平をに

）振）

方詳詳に書
ら室ら成受

交

細申法細細よの

詳験
者受受こ付

は込ははる

案。間

受に験験と期

、

に提

案し内内、

験対案
る先

に験よよ出

内受に
とび

るにここ及

よ票る

とり。。受

こよと

月詳場札

十細幌

六は市

日

に、

内市

案館

験函

受、

火

る川

よ旭

曜

と、

こ市

日

と試に送

こ、庁を

。網

所番る

場験す

。験受付
し

受示

他掲

のを

そ号。

意す

注表

の発

上て

験

部海 ）） １１１北 りり
う
ょ
ち
紙
証
入

収
道

部部

理、

紙
用
付

地
政４た験

日域日年し受
はき

金策金月後で

）課）

ででこい

まま日、な
意

ま返注

）をで

金れの
いこ

消なる

のしす

で還

。
る

す間

知期

。通付

印

市
路
釧
、
市

広
帯

、
市

走

記
を
項。

事る
契随随地

アイ
随

約意意方 氏住意

の契契公 契

相約約共 名所約

手に団

２

定
所
の
」

に

成意

随住用随平随

イ続

契

所意民ネ意

在契基ッ契
の４の

地約本ト約年約

も
る
あ。

の。と

に台ワ

ア
契 契随随地号 約意意方約名 ） の契契公に 第 相約約共関称

す 手に団

意

平保随平随随

びアイ

契契

成守意成意氏住

に契

のに

年関約年約名所約

１
度すの４

意

成随

平
月に

４約

年契

札るをるの

係円方よ体

定由品

海幌契決理物

北

た又

ビ中金し等

道市約
北続特

ネ区手は

ジ央額

ト西務

ー条役

オ３定

ス

ー相月相
ー丁調

メ７の

方

札るネク手１手

係帳
ト器をの

幌特ッ機方日
定名

中役ワ等決氏

市定

区のク管し及

央務ーの
ス運日住

北名シ理たび

びム業

条及テ用所

３称

条

丁量サ

６数用務

西

方よ体る
務海 １ をるの事北 円第
第 定由品を道 項 決理物

号 た又当合 １ し等担総

規 続特る画 の 手はす企
の域 に 役織地 定 定組部

。 調称興 る の名振 よ 務

手財東る

住る相月相係

方日方団京契

民業手１

千金

本をの法都約

基務
式定名代額

台一決氏人

たび方区

ネし及地田

帳
ワ所治番

ト日住自一

ッ
ー情町

ク報

係
シセ番

及
称

名
の

務
役
定
特

日る

続

ョ１手

シ目達

量
数

び

会緑例

式特

株地の

ン番

令
政

る

ルめ

ビ定

社苑を

及
等

器
機
バ式

目ー一

平

及室

ネ
帳
台

本
基

民
住

び

の在村

続所町

手び市

達
令
政

る
め
定
を

例
特地課 お

に
ムー

テタ

スン地

平

北

ワ
ト
ッ

ネ
道

海
北

る
け

海

一道

一知

二

ト
ッ

第
令
政

年
７

成

堀
事

第
令

政
年
７
成

接
ク

ー
ワ

也
達

及
視

監
の

ク
ー



年つ

３

当者下て
法 た資中以い

格律 小

平 第 企 該では 要成 業 調あ中、

十 等 達る件小当 号四

） の協 役こ企該

年

特第 同 務と業中

四 に。等小

北 海

政政道平こ北な

次る速
検

い令令が成と海点

の

。道 行 ず

う年総、

のの に指４合調 条条 れ

１画並 ４４ も名月企整

該競

道 公 報

２

にめ契資役

者定資

るに
との なの

要も務格 必る
はる

種 格す要 資

第

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
告自

及 り 示治
、年び年 第

施一４調度

法
行般月達に
をお 競 号令
争日すい

号

アイ

契
称地 第に在 ）約名所 号
関
す

３ 組 事北札 第る 条

月

条 合 関例協企

十

第 法 し同業

六 、組等 １日

第 和 求」同 項 昭 要合協

仕と組

法 書う又 号 年 様い合 ７
に火

げ 第 記）協 掲 律 に。は

曜 載及業

のび組 る

号日

争日部び 第第

複中合 協

項項 す入現のに １２ 当

に写耗 にの る札在複消

定 と関おサ品 規規 こに

ビ供 すに 。すいーの 定
者り指引ス給 るよるて
を続供制 で競名きの体
に整 い入停き給が な争
とへさ年関備 こ札止２

、。約格類件

海い海

定平部北と北

に

複道う道

め成の

る

サ合）合

も年写総。総

ビ画画

と月ー企企

の４

し
当にののの

、日ス部部

該一供複複

務が

和札役道

昭入るて

に

類し

政加種結

年参の締

者う

第るよ

令す
以要る

。必す

号にと

市 項務海幌 １

資に

下な

当合央 １担総中 第を道
３ 規る画北 のす企区 号
の域西 に織地条 定組部

目 。称興丁 る名振６ よ

第

写小が 業 ）

び市
及室

条

要業の 合 ３

機企次 組

件団い

をのれ 下 規

等体ず 以 に

満組か 定

しに該 業 る

た織に 協 す

いすす 合 小

て関当 組 中

こ法と と 業

るるる 」 企

のれ以しさ
と律き い 等

い複供て 参て上、れ 。

いサする をな写給い 加
とビ複と 除こーるこ 排

ての機証 れ。ス写を さ

そた る給びし い供及明

写

を附で で業の者 者事

ー

約競にササ

契般給写

ス

よ入るビビ

に争係ー

供

調の約のの

り札契ス

すをの

を示給給

達告供

務北

役う格

る行資

種道下

の海以

契

」定る

令をめ

政格定

う。海に いた北約

とめ

般 第事一 ）知る 。道係

堀競

在村
所町

札 ５

入 の

争 条

をは う 協

地課

明和２ 組）

証昭、 。 同

にの し合
７

格

に有資格２資

約資資

は有規に

効 係格格をに
る 間 一１のす定係 期 る

る い営属あ な

般のるす

い迅と とでのこ こん品
６

。 。

格再再し格資資

ウ成資
有の 申格 を企申たの格

し請効有 請の 有業請申

総

る合よ書期効 有 す組

類

画」

、企格

は合資

５
格再次行

アイ資をアイ
格小 申 審 提提のう資中

ずとを企 請 査 出出いこ

に 第

のれが有業 の 先先

４
のす

也加 項

参 １

達

申資前申資申

め資午た

請請

い審格９格請

て格

査か査類

る査審時審書

き申のらのを のの との

げ済小協

掲経中び

に及
等合

資業業組

る産企業

喪者る営 の 格局

次格に

争にが資業 更
競

し

札めの要関

入新定失

令

落契ずに法

のるい件
規

決にか当の

札約れ該
に

のる該な定

定係にし
る

まのすこよ

日も当い

う類間期 効 の

ででると

ではとを及間 期 方 者又

当、

あ協法す提び間は

も組者し該資

る業る出
、け間を

の合はな期格

更す

限あ４れの有

にで

な新る

るるのば
続認

）格のら手と

。資

の

変有請いめ

をを申な

申 名事 所かです等 再 の

由該る者同

在にきる協

す当合

当。の組

称地請

北北る該

道道で格業

海海者資企

合幌き係合

総札引に組

画中き営除

企市続るを

請申午申提
部央資業く

はす

の請後請出

時方 。
期、時、る

時期は５法

び成でにと

及平ま次こ

の掲に 方

行

４にるり

法年間げよ

な請わ

月し申

協に

かれ類な

日け書れ

は行組っ

件が同あ

要長
第、

適官法は

、う合て

な適条立

し需３設

用公
号に

。組４際

い格第の

こと許

証掲格

のに資

合

とっ、

するとな可

とあ

っと許

。めなた免

るた

録

効と。登

有たき、

、
期き

一 間は等

一 の、を

三

場

はをる

新格す

更資要

る類旨

更す書。た

行失

知

者が提通

た者のの

し

、っ

構にあ

の先が

そ出

変提か

を該日

員当た

成

。

たのの

し先１

更出ら

で

務北を相）

総区格を
合る

条よ、あ

課３得続

丁す又格

６と併資

西う
の渡す

も譲有

目るはを
そ

資りで

、よ者

はにる

な提れ

らばのけ

格承

にら

まな先な

日ら出ば

。、な

でい
及出

日提

曜該。

土当い

げを

日示

曜指

日の

び先

す業る

有企す

をる有

明
きあ

と合で

る組者
の
下も

。以る

う合

合員
組成
業構

企が

、
て

。い

いお

な。に

わ

りる

よめ

に定

示に

者指

た成

査し構

審継の

作契

申
再者員

の

。作

くり

除よ

をに

請資

い半
と過
」の

のし

）成

）占
。を

う数



５６

札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説
、交

証 日場日はの場

金

時所時金免付所

北 海

２３４
海札入

入平有契北入

を

にる条道執

成 札す約
を幌の

年 参こ項札行札

海 す。示市場場

北 加と

者場央及所

道 るす中所

道 公 報

所
場

行
履

第

１

成札調北調契

の平入

次

に達海達

と
お

す総す

り年付を道を約

般月るる合る期

一４す
事役企役 競
争日項務画務間

号

道
海

北

当

告 該
平示 許
成第 可
十、

四免

年号 許

四

るす北

す関
除に

、

道

海成にに。る海

北平
同同事 道
４。。幌

庁年じじ項札
中

れ月市

赤
ん

前３

舎午北

庁区

が日央

必北日

示 に所区び

告

２

要３時北

第

総な条海

企格６札 に 合資西道 号

中 す

部目市 定

画丁幌 規

北 海

調北区 北

済央 る

経

囲が北北
課道３ 道

査海

課道

内有海北科ー策海

道技地札

でり道海学、

平る幌総術域幌

、得札

興興中

成。市合振振市

中企
部、地区

年央画課室央

政３

月北政土域北

５区

の仕

入の部の

９３策地

称複様平

札名

以及写等成

下びサ
数ー年

札ス札月

入量ビ入５

」の説
にら

い給書か

と供明日

。よ平

う
月登

十録

六等

日

さ
消

り
取

を

火

た
れ

曜

き
と

日

条

。

階

６

時西

４

総条 総

室
議
会目

号分丁 画

室企７ 企

書合西 合

図

写

務 複

総 の

部目 部

画丁

水策条

供
の

ス
ビ

ー
サ

課

７

を西構対課西

日条室
丁改課新丁

限６造策、

推経線

に目革、幹目

度

調策海

該北進済対北

当

庁

約道、査室道

契海課

別

期庁政課、

館

間本策、

延舎広民推庁

を庁室道

）一る成
長報相進舎

を式。

す北月

施３

実年

る海
堀た
。

事で

知ま

。道日

規１２

、
し
だ

北

北定 海

海に平日場 道

道よ成 告

時所 希り 示

少、年 第

野公４

格
資

の
給

生聴月平札

の細

た契ここ詳

しアイ

計に公入は

合約名所の

すのの入 在 金関告札、

報

る聴セ情

す広談室

額

と、タ政

こ課ン

開号入入わな

要そ各問

金書、、

札に札札ずお
費

時げ額に消消 のの掲

範

也の
算

達予

る等記費

の札合契

北項入の

８９

便札規書計約

海 郵落地
財 自 及者定記額書

道 方

が成

務 治 びのに載）作

り入最の

規 法 電決よの

７
報定 方る
よ
付に
等
交便
郵

成幌 動会 号

市 植を日

月区

の催５央

物開年中
北

保す
護る
関条

に。日２
目

条午丁

る）７

す月西
１

例後

称地容行説

にる内執札

予、書

円務はは明

１事
満担北郵電定公に

未を

する

の当海便話で開よ

号りる。

端す道番番あ

が組合、。

数る総号

変 あ織企

す

るの画－－更

と名部

る － き称総

す等等

お入に載税税

に
てはるる抜相

い 他札係
費額価額

、、消金き当
相、

に効税は格は

２無
定すび消当当

規と及、

。方税代

する地費額該

る
格費に価の

資消等単金

札低要

則 施

を税係）請

行 に方定
価価

昭 令 よ法め総の否

和 るた

昭 入各格格

年 和 札予で

は定各入 北
政 認格札

海 年 、価入札

道
規 令 め価有

い価な

則 第 な単格効

第
号 。）単入

法札
入

号 ）の価札

交
合で

総所
道場

海の
北

平時か

総る
部す
画付

企

で 成

分る

道北

海７

北ら・

年か２

第知

例道階

条海７

４事

は及務こ

第議 ）堀会 号

と 、び課北

も

札り 内 の在道有

そ所海

る

数幌得 線 端地
金市

額中－。

を央

る西

て条

捨３

り北

切区

有ると求

な下税るに

し以課す時

い事こ加

の費者。す

者消業と算

ると た等あこ

し税でる

札とか 入」
事税 びう税費 及い免消

。 第制）に

）業等 財。

限に限 以
のそる

の

範れ。 条下
財囲ぞ）

内れし

有予者 １規でのた 第務
な供落 に」効定を 項則
札枚者 定い入給札 規と
しをす る。を数と すう

課
務。

一
一
四

６

の
項也

４
第達

条
８室

規の者相 務

。目

）丁

。

るを 第扱あ額 則取で当

い
か加

合第た乗る 場）

条を算

もじ。

のて を

ち額

きうた 第
の得 除条

、

、１



１
験薬提

試アイ

平 の種開薬許薬出

成 種商業種可局し

十 類販計商申等受

四 売画販請構験

年 業に売に造す

四 認よ業よ設る

北 海

と 北

薬お

１２

海

り平 道

実成

事 受所

告法 託

施 示 者在す年 第

和 名る４

昭 の
称地。月

号年

日

道 公 報

ツ徴 北

地ク収 海

流の平 道

氷事成

方
告自 ヤ

科務 示治 チ

学を年 第

施 ンセ次４

法 ラ

行ンの月

タ者 号令
ーに日

第

タバ

レシユウユオフキ

バヒナナ

ブソウルウオ

リプリラミノ

ンババッ

ウスコソソウソア

ソキ
クユモ

ミザウウスウツ

レ

号

３

ギセ

件ダリイ

ヒキダ

案

ウナ

特ウソヒ

ソシツ

カ
希オ

定

月 定るをる備も

十 試認行認規の

六 験定お定則

日 試う試第

るの

下す条

以験と験３

認者規

火

試、に

定が定

曜

」業合

験開適

日

第 団別

律 財紋

法

と計す

法市
人元

第 ホ別） オ紋号

ー
ツ番

文項

活２

生号第

ク６条

化の

成し

和平託

昭の委
た 年

１
第月

令４
政年。

平
第ら

）か
号日

成

ギ

少ト

ウウ

ソソ

ラキリ

に
定

指
の

物
植

動
生リ

野

舗

う書店

い画る

て
い

つ

て

しし

出有

）提を

。を

、

もが

る者

する

験い

受

よ

財に

興定

振規

可
許

の

販

知 商

道 種

海 薬

北 る

団

条

試
定

認

堀 業
売

事

北 の
月 項
３ １

年 第
よ
で知 に
ま道 定
日海 規

海
お 北
に堀 、
間 り
の事

６

を
書
請
申

る 道
け

提アイ

験書定開商省

試出認種
売第業

は類試業販令卒
証

、験計

の

也 次
を

達 験

筆の画業

試

アイ
公地薬方

験学実医験

試

事薬衆試品法

科説薬医

達 立

験法品衛験の

目試

４５

ーの
料也 ホ
用 オ
使

幌験

イウ試平試札試

３

地市科

等験成験

」将省の
第日７及

と来令期年目

月び

い承
う継

者

の認号承設

次アイア
者種及

各定薬薬の継薬

法ず試商び

試試種事い

に販施れ験販自

験験商

２

種在販資

薬現商験
種受

売種者

販薬業

商、売格

よ許の書

記提にの条明

を各

方書る可２等

の出
商請に

に種申号

法類薬

す

実売る定

り販す規

よ
す認る

施業者
験資

。試下験

る定以受

状関及

性に別

規の生識
方

蔵常扱

貯る取

、すび

法
方

扱
取

他
の法

そ識

試 。を条

の定２方

）予の日験

の

偶て号）

配し各木法

舗れ

は店ず

又るい

者い
属継該

卑承に

系のか

直
店

つ売行か売ら
若者当

の則該者舗

い業規に業

、業当を

て

和る人理

そ務昭す法管

者にす

れを

ぞ行

のこ厚っ一

れう年ある

件が省は販

条と生て般

い実第当業

の確令、売

承

継売て

承販し

業商と
局る

験薬す

試、継

者業
一を

下はと

以又こ

格

者売と

継販的

承般目

請す

願申有

験可を

受許
者る

書
のいの

験とと

試」こ

一 申う証

一 込。明

五

す

時く
同除

とを
み）書

そこ
はる者

くなる

しと
ので

者実
偶確

配が
のと

人め
１認

のと
ちる
うあ

れあ号業

ずで１該者

もと以を売

にる。務卸

当めう般

該認下行一

るれ令員売

すら省役販
を

者と、者

者る」）業
理。

。管く

うら除

い自

」し受

験とて

試業し

）

も

う可る

い許す

とて験
店

る
い

て
け

）受の

。を

ら

部部

１１

薬）
に。

舗

る下

第す以

者
る
れ

条薬

を

各開商

２の種

の局薬

薬
に
的

来
将



イ

高卒検医薬実

省の大の

第業等業の薬局務

令卒
証学者合品又に
一年

条明校に格販は３

の書等あ者売

北 海

承

クア

申機あ者種

省ので継薬

造請請能る試商

令構申
設者者のか験販

第
条備が障なの売

第の法申害い提業

道 公 報

返も省

のの

ウエオカキ

籍歴信の令

す写）戸履

証抄書用）第

る真
明提本封

前終第

書出最筒条

第

格医薬実

す専発年合の

す部者薬局務

る門行文

業校る省に品又に

卒学
証実令あ販は３

明以務第っ売一年

号

平はの

成旧学学
十中校校
四学教

年校育以
四

２等のっに業般

令法下

実売門

各卒てあの販専

者当て務業学

号業はっ

規に該はに校

に

す売卒

定あ学合関卸の

て長証る一業

すっ校格

販に

受はの明証般者

る

終行書売あ

験最発書明

歴るをて

格学す業っ

資
継

２概人請又か出承
を

関類者

項要で者はに書

る法請す試

に及あが申

受

定店と人者る験

規び

あ麻師験

す舗きでが医

添平、る薬の願

るのは
き大断

付面登と、診書

、、

類簿は麻書

書図記
の

許謄そあ

票に

箇歴験項

６学受１

内医送定

以びの規

月及
を申

脱品先る

に薬付す

ての載書

し売記請

帽販

正実し

業般

か経返可

面務て許

て 書下研

、修号はの販専
業学

薬専終）合実売門

よ証に校

種門了に格務

商学証

売卒

試校及る明関卸の

学る一業

験」び大書す

受い業入証般者

のと卒

書売あ

験う証学明販に

格）書格業っ

資。明資

をの、検をて

月
十昭昭高

六和和等

日学
と

令律」

勅法等

年年校

第第

火い

号号う

曜

にに）

））。

日

く２

有に実除は

よよの

））

るす研。年

す関務

し上

と卒終若以

こる修

は事

証証証く従

の業了

種た

書書び薬し

明明及
門証販と

専業商こ

、卒

のへ

校書業関

学明売に

をし

請務若

申業ん

可本

る役覚

限うは

に行く

者

係の
に剤

））い

。員せ

ら験信申

神者
精毒
る中

手に

影つ切者

撮に用請

たて限

しい

る 名記
たを

判し））

刺載円。

像）た

身のっ

半もは

上

認卒大定除は

も形

の定

定業学く２

学下））

で者入以。年

るあ資若以

きに
検検く従

薬っ格大し上
薬し

商は定」は事

種て
程該程い種た

課当規と

を学う商こ

和）売に

有校昭。販と

の業関

す長

等者

修高業

るる卒
るの

５又っ

限校あ

年学に

業

終

中れ最

のこは

年はて
以に

若等歴

校同学

学と

部部

１１

、

く上関

し

省承を
け験の－ 開令継受試こ

業第者
試るの試 計

受と所に

画条験こ場験

部部部部

１１１１

に第

９

す店他

提る有の

アイそ

舗寄幌る舗

出道店最札

のり市者の

先内

１１１１１

札所の、所

８

葉部部通部

面類受平、

証販額書は

業のの付成６

受紙省売

月

験を令

手は第許北受期

可海付間年 数り
料付条申道期５日

の験

オカキク受
７

部
１

）戸登あ履返も手

ので

用）料

籍記る歴信の数

エ

謄の合封等

の簿場書 証の
る舗真

す店写
ウ

よ１験。及関内 明承提

る項願びし線

薬に書時て

種規及刻不－

商定びは明

る舗受点、 販す店、な

売
請承者あ－ 業申の験が

認
定書継にる

関しき又

試、に対と）

旭在

受造す、はは

験構

市を

市地立川地

幌在道
小管

旭有健、所

、を保

市る樽す

川す所

健

小所又保

、者支市る

及む館

市含函所

樽をは

収間月ま

函）に

び。市

で

はけ第請

、、１手入及

申項数証び日の

請に料紙提消

者規とを出木印
かあ

円の定しは先）の

付らる

と印すてり

す章る

け６も る又許

、月の 。は可

に 署申円申
徴者り

受名請を請日限

験に書

又本限終

本謄に最筒

はる学受

本継）及票

抄承。歴験

をびの
品先

験定薬付

受予医送

薬い売記

とて販を

者し

継出

商店実し

種るの載

以
る月
す箇
関６
に前

書

正
て

し
帽
脱
書に

認内
確

確験北寄

験設る受、最
道の

書の認票海り

願備
医要のよ保保

、概書に

紙別福所

薬及用り健健
部問

販店はに祉に
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す 社 又団ン が 人 社ア ・

郭・ はが 稜ー 団

五リ

号

さ 北

生せ 海

る平 道

機成

活
告保
関 示護
を年 第

次４

法
昭の月
と 号和
お日剤月 年
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並１２５け

杉緑

地町丁

た
第し

律定
法指

年り
。

第
）

号

定

座園規

銀花の

規
の

条

目り

丁丁よ

２２に
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２定

番－指

字１

等

同同関
機

療

号医

３広伏栄丁

松番南末字

目

風５
４号７３木
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１２町 番

番番丁１ 又
は号号３１

号３８目番

所
事
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海番号

北

定
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指平同同同同
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の
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扶

療
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よ
に
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敬
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日
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第

規 北

大模 海

規小平

名按

道

模売成

称
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店の４ 氏
名堂舗設月

立置 号

地者日

号

助指成

扶り平

産お
出と

平の定
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四産日

事

律出監
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た 号
第

藤 条

武

肥 種工工

の加加

物物 料
類料料

肥

肥

加加 の物物

廃廃 料魚魚

名ー目設

のボ丁を

工工

地る

及ョ番す

称シ１置

地氏

在外の

所プ者

びッ

ら

所網法か

称
名

は
又
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療
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成と 規

害の
有

期
の

也者
表

達代

格

北

肥間 海

を平 道

更成

料 平

告取 成

新 示締
し年 第

４た４
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２
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２
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区町 て
連

る
か北南 す
合線 用
ら海

事 第
次知地 法

、道番 同
の
と

中

字字字

り 第
お堀 条所

所
也

場
達
覧

央央央

中中

第
法

也
類）

達道
農

人達 及
算 項

清 ２

１
第

条

任
就也 第
の び



１

成意

随平務契随平随

業

契

意成約意
期契 契
度の４相

約年間約年約

平手１方

係北相月手

に
る海

北 海

北

次 海

の平

北北

道 海 海

と成 告 道－道－
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２
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の契契２ 又 自 契

相約約号 は 治 約

手にの

部区部区

江営江営

に

乙 乙

班

町林町林

班

地

の番の番

地

名所
氏住

地地

番番アイ

部区

江営江営江営江営
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縦
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四５６７
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ーーーー ーメーメメメ

ルトトトトト トートー

のルのルルルルル ルト

地地 地の地ののののの

点点点点 点地点地地地

向向向向向向向向

点点

メ メメ メメ

トー ーーーー メメーメ

トトルト トトトト ーー
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基基基基基基基基

点点点点

基基

間地分

称期部 基基基基

目西

琴平札北丁条

似成幌
市条、 ・

目

栄年北西北丁

町４区
目西北

通月北丁条、

）
日条、

昭

か西北丁条

業 名 号和

日称の
市圏

第幌幌

律札札

法
年

都
画 第

計 ）

市 号

道

点点点点点点点点

路 条

１

ららか かかかかかかか

方方方方ら ららららら

向向向向向向方 方方方

角 角角角角角角角向 向

度 度度度度度度度
分 分分分分分分分

点点点
秒秒秒秒秒秒秒

点点点点点

らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向
度度度度度度度度

分分分分分分分分

点点
秒秒秒秒秒秒秒秒

点点
方方

らららら

かかかか

角角角角

向向向向

方方
度度度度

分分分分

目西 秒秒秒秒ら
平丁条、
目

成目西北丁

、
目西北

年北丁条、

３
月条、
西北丁条

一 目西 日

二 ま丁条、

三

目

で目西北丁

、
目西北

北丁条、

項

業 １

事 第
よ

北・ に

２ 定

・ 規

３ の

海

の

事川 次

知新 、

道号 り

ののの秒

び お

堀及 と

通

方方方方方の のののの

向向向向向向向方 方方

向

メメメメ メメ
トー ーーーーーメ ーメ

ルト ルト トトトトトー

のののル のル ルルルル

地地地地地の 地の のの

点 点 点点点点点地 点地

方方

のののののののの

向向向向

方方方方方方

向向向向
メメメ

ーー ーーー メメメメメ

トトトト トトト ーーー

の ルルルルル ルルル ト

地地地 ののののの のの

点点 点点点 地地地地地

方方方

のののの
点点点

向向向向

方

メメ

ト トトト ー ーーー メ メ

地地 の ののの ル ルルル

点 点点点 地 地

条、
目西

西北丁条

丁条、
目

目西北丁

、

・ 計

達４ 市

・ 都

３ り

、

画也

事号



北 ２３４

道
海

種施事及事収

告

用 行業 類務び

示

者地

及所名

第

のの 名所の びの称

称在 名所部

号

称在分

地

北 海

次１ 北

都のそ 海

市との平都 道

計お関成市 告

計 画り係 示

事告書年画 第

業示類４事

のすは月業
の 施る、 号

行。北日

道 公 報

３
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

第

２
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

号

平
成
十
四
年
四

黄

道市市

海幌庭

北札恵
相

南、

区町

央金

中

、

西町

条生

り幌歳

た札千

当道

に海

都

市現圏

都木庭

、土恵

備画

法に計

画所市

計業

札平札丁

和置路

昭え道

市及

幌幌成幌目

札
市圏

東苗

市４区東

都年東び
苗穂

計月

画
道日穂
条 路か

西４

業平３丁

事ら条４

十成幌区丁

札札二平札
市二目

幌幌
市圏四
４央四内

都軒年中十地

北１

計手月区軒

市・
画稲

条 道通日

目

事ら西丁

路）か条２

業平

月
十
六新軒

日川
丁丁

１１
条西

１条

火

、地
目目

曜

川
新内

日

び

番及

２町

目吉

丁住

１

札
道
海内

北地
町

号緑

１

い事

木
土
幌

法、

年て業

の海４

第般北・

律一３

縦道・ 号覧知 ）

団 供 第号 に事

す堀

丁目

規央 。 の中 る 条地

成

目地 ３
・月苗

４３東

・年、内
穂

日

目 み丁 穂で４ 雁ま条 号

成丁、

苗 通東 り、 の

目二 ３

軒

２３北四

・年、十

・月

条１
３

号日西条

環ま

及、及

通目目

状で丁丁
二

び北び

３

区
西
、

目
丁

２
条

・条十

軒
八

所
業
現

丁
１
東
条

アイ

契

意意方約名所 号 随随地

関称地 第 契契公に在 ）

約約共

す

り也 よ
に） 達 定通

に団

、

契

アイ

随平随随

約 意成意氏住意

の 契契 契

相 約年約名所約

手

穂 ）

の４のに

１
３
条

北

次 海

の平 道

と成随財

収

告

意務 用お 示

り年契会 第

随４約計

の
部

軒

３西四

意月にト

・

丁１
及事

１２３４

、

号目条

成市類務び

平都種施事

計及所名

行業

者地

事名所 のの 年画びの称

び
及
目

月業称在 名所

４

お関

市との

都のそ
次

八
業示類

事告書

画り係

計

北北 第 よ体る 条 のすは

項 た物務海海 １ っの事

等担出札 第 理品を道道

す局市 号 又当納幌 ２ 由

組務央 規 特る総中 の は
務の北 に 役織課区 定 定

。 調称条 る の名３ よ

方

手株東るを 円 相月相係

定

方日方式京契決

手１
氏社江金し

をの会都約

ヌ区手

定名エ東額た

決

住テ洲

たび・豊続

し及
ィ３
テ目

・丁

所ィ三

日

係ー 契 号 分

相定シ

の特ル

約日るタ
ム

市方務テ

館手役ス

函

定称務

岡決名業

富をの
委

丁たび理

１し及処

町

の称地在
及量託

目。数

北函

日

函
射美

圏放道市

館号海館

画線丁

計号４

市２原

都

施る、

事番

路６

道）目

館

た函

当道

に海

行。北
所

計業

市現

都木

、土

り

備

法に

画

目

続所丁

手び６

達及西

政
る

め
定

を
例

特地

の在

令

一

び

タ
ー号
デ３
・番

平

知
道

海
北

内
地

目
丁式

２

堀
事

業

号

北函

・道

４海

・北

３
海館

富
事現 通
知木 本

道土 号

い

和置

昭え

線
堀所 岡

業

の

第般

律一

法、

年て

一縦 号 二）覧

四

供 第に
す

也
達

第
令

政
年

７
成

る 条

。 の

・
也３

・
達３

び
及

、
り

よ
に

定
規



か持早果や。

団日はい

こ

平 果 のらち晩皮や

成 肉 品選性性色長

十 は 種抜をはは球

四 はさ改緑で

年 キ 、れ善キであ

四 たしン、る

北 海

１

法成品第品メ登

苗平
種

種ロ録 種

のン品 平年登

属種
の 号 成４録

月番す

特 号る 平 年
法日及農－性

道 公 報

アイ

契

公に在 ） 方約名所 号 地
共関称地 第
す

の事北北 第 体る 条 団

第

契随随

アイ

随随

約意意 意氏住意

の契契 契契

相約約 約名所約

手に のに

方よ

手株東るをっ 円 相係

号

２
意務意成

随財随平

契会契
相月

にトの４

約計約年

ン るタ手１

係ー

月 グ キ自、グ追。

十 メ ン殖つメ熟ネ

六 ル グ後るル後ッ

日

ー黄は
テ メ代割テにト

」 テ統」化

ー ル系病
ーるンよ ーでレとすキ
り 」あ

火

ン果メ厚 ×るスキ。グ
く 。０

曜

ナ肥テ、 ハ良）グ実ル
肉 ー食抵

日

の 成

質 ベ味抗イ大ー

律び林

概 水 第登
録産要 年
３

）月物 月 号年植
の
種 日 第日

の録

項登

１び

第及

条類

道道 項 物務海海 １

規品

品を公

又当納幌 ２ 等担出札 第
特る総中 の はす局市 号
役織課区 定 定組務央 規

条 る の名３ よ 務の北 に

た
手び６

達及西 。 調称

会都約定理

方式京契決

東額た

氏社江金し由

の
び・豊続

及ヌ区手

名エ
テ目

・丁

所ィ三

住テ洲

特ル方日

デ３
・番

ィ３

し

務テ定

役ス決

定シを

及機
称末日

名端た

のム

ン性」

借
量貸

数賃
び等

ト種を」は及は ス品性

５付のびメ

号キ与ほキル

グンィ 」ンしぼンキテ

メ系間メグン

のグた中

イ質

配ル統でルナグ

交

ありーンで

にテであテ

香

り」る、」」、

よー

果り比り

作の。着よに

定種

し観性優べ及

出外

次海

、北

り称

よ名

にの

種
品堀

り
お事

と知

の道

特地

の在目

続所丁

録
登

告

令
政
る
め
定

を
例 機
末

端タ
ー号

７
成
平

、度食

た品はれ密び

台

は

礎及れ果が味

基質優

律

。

集びる形高

北

次な 海

の昭お 道

貸和、 石

公 金 狩

業年告 支

者法の 庁

の律日 告

。
た
れ也

さ
が達

質割るこめ

で病こ病ら育

、キと抵れ成年

性。権

独レン、抗る者

のスメ果での

特ーグ着

第
令
政
年

こりし熟皮イ

ど出果ナ

の ロ録」た期色ン

メ登

濃と

品 ン品の基はは」

種 種自礎

の殖集キ緑同

２
品第品

ナで
イあ育

種 ンる成年種

の 」こ者登

属

比等の番す 号 とと権録

スと

キ０、
グ性

グレン果

ン、キ着

所第か

ルスメ・

メー

示

ら 在 第

及号 ７

び）日 号 支

経

営第を

業
の第し

所条過
庁

出

地の申

在項も

所１て

０ル性あ存

確定が

を規

果こ期

り）テ・る続

香

、

有抵」実と間

をにー

実

食性比大果

し抗と肥
大

はあしに肥

味で較性

るて優
れ

ンうる優

キ。、れが

で等

は

メんとる

グどこ

特後団ン

あ

高 －性代かグあで

、
の系らメる

概統選ル。る

糖
度

ー痕、

で 要で抜テ花が
さ

持りれ」径太

日あさ
う自り大は

ち、たよは
くくい

にど殖遅き細

性
れこ代、。

優ん後

で存号る

る病系キ果果

び林 成 し区続及農 平 較
て別期

水
３ 熟が録産 年 、性間登

がめ月物 月 期認年植
の

こる類

いれ種 日 早ら日

２ル果
果登

、び

と。及

大

」にー肥

ー）テ実

テ
性比に

同抗と性

と抵」
で較優

等

、こ

れるてる

優あしれ
割ネ

うる、

。つと

る。
ど

告

き

きりと

でよい

知にな

い告は

な公

示

、。項

でる同

のす、

一 貸の

二 金規

五

等こ

制り

規よ

のに

業定

ー及、、

テ病でと

ルこ

」び肉
グ粉

同るンが

とつキ質

あイで

で病ナ質

等割
とこ

。ー」る

るレンあ

ん）較等

ど０比と

うス

抵統ン実肉

抗でグ肥は

性あナ大 品

。ンはン

をるイ性キ 種
有
るよれメ 恵

す」優グ 天

りるル 」

や。テ と

やネー 病
３くトよ 抵

－早ッ」 害
の着密厚 性

」、のり 抗

優名

がの

大種

肥品

実録

メ
が
質

肉
、

と
こ

る
れ称

こト

ん病ッ
が

はス生

にー発

病レの
ーで

性レ好

病、良

罹０

が）こ

る２る

あスあ

で

に該

等当

つ抵等

、にと

しで

法者

る業

す金

関貸 及抗、別

病抵て区

こに
ん認

つでどが

び性う性

は、 種
交果度く 品

るあ

には肉

配性

りれンは か
よ優キ質 ふ ン
ィ

テ
ル

。

み作るグ粉

病で

割性、

る抗で
質
グ

あキ

ーこグ

レるン



１２３

契平随

約成意氏

平随

契

成意

の 契

手３の

年約ル相年約名
東

月係タ方月相

４にー

手 る設を

日特置決日方日

北 海

北

次

１２

海

の 道

と

受所

教

お

託

育

り 在 者

委

随

の

員

意

名

会

契

称地

教

約 育

道 公 報

水部 北

地道を 海

料次平 道

金の成

方
企公
のも 業営
平の年 局

成に４

企
告

委月

業
示法
年託 第

４し日 ３

第

主所従名

１２３４５６
及

号た在た称

住商氏登

所 は営営び 又録る地る

のの地

所所在 名

番業業

所称名号

号

を成
録平

登
の

平取
成り年
十消４
四す月

年こ

四

し氏電

定・定の本

と日

日及電

務整た名信

役調

式

称住株

名務び話

の業

北
量

数社

び式会

及一所

の

海

長

相

株札

告 式幌道

手 示 会市教方 第 社中

育を 北央

決 号 海区委 道南定

員

子条た

電１し

会 計西。

教 算
セ丁育

月た

昭

北ン目

号

１。

和

道

法か
年日

企

成
第平

律ら

業

第
３ ）
年 号

局月

幌し

札国対北札な

日 条

知中

市信道市

幌際馬海
区

石仁事央

白用靖

条

郷第２

北石南

区
９

西 条

８

丁丁 号 ９
月が

十あ

六る

日。

火

曜

日

鎌
長
育
教
会
員

委
育

教
道

田

長

道ー番

海タ２

告 公地

示

川
西

者
理
管
業

企
営

告

の の
で ２

ま の

示

け り
お よ
に に
間 程

期 規
収 企
の 道
金 海
料 北
る 、

コ

８イ

番ダ

２
目目

納 業

１
ル
ビ
ウ

号
本

山
長
庁
支
狩

石
道

海
北

６７
市

昌
に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

３４５

利
昌

札

契一 平落落

約般 成札氏住札

の競 者金

相争 年の名所額

手入 ４氏

業
務 工
事 局

月名円方札

１２

用一
の

北

次 海

の平落教落 道

と成札育札 教

に情を お 育

り年係報決 委

一４るア定 員

般月特プし 会

５６７
契

意意約名所 号 契随随地
第 公 の契契に在 ） 方 約

共 相約約関称地

す

４
夫

文
方よる 条 団 手に

随
住意
契
所約
に

教務海海

の道事北北

係

委担教札

告育を道道

公

道

員当育幌教 会す庁市
育

育組画央

教る企中

委 長織総区

員

示名部３

告の務北

会 第称教条

教

決

３及エ東を

５及育西

港し

住・都定

日びヌ京
南続

・港手

ィ区た

所テ
番
ム９

コ目
・丁

ィ１
テ

定リた

ェ１
ウ

競 教

争日役ケ日 育

入務ー 長

札のシ 告

に名ョ 示

よ称ン 第

り及ツ

落びー 号

決業

を発

者量開

札数ル

の をっ事北北 第 体

定務

道道 項 物 決た務海海 １

し由担教札 第 品 定理を
庁市 号 又 た当育幌 １ 等
規 特 続る企中 の は 手す
に 役織総区 定 定組画央

る の名部３ よ 務の務北

円

達及育西 。 調称教条

宿額
新金
都約
京契
東る

目
丁

３
宿
新
西

区

号び政７育 及所策丁

長

第地
び在課目

公 ６

告

一

し北

社
会

式
株
ア号

号

会
員
委
育

教

。道式

た海 策丁 手び政７

鎌
長
育
教

を
例

特地 の在課目 続所

令
政

る
め

定

号
２
番

平

一
二
六

第
令

政
年

７
成

市
昌

田



３
続担

イウ手

平 新業業企事等当

成 規務務画業部

十 雇処実提等課

四 用理施案の

年 者体体の企

四 数制制内画

北 海

新

北て選

しアイウエア

海い過定
準雇

道る社子環去基規

も保同用

知こ会ど境に

が。育の全様の

事と教

認の健をの創

道 公 報

２

契配加企
参

寄期期格提

足約置資画

施少町間間及案

事実青
す選の

参場年でび書

業
：育。平平定提

加所教

対

第

そ

事業全施言

実アイウ

行動れ 業務道す少を活

か。自うプぞ

内７る年
とグの

所然こロれ

名容
少道家。ラ地

のの

号

概

と成業

の平事

次

１

お
ロ月

プ４
り年要

ポ
ー日

月 等容・

十 立

六 案

日

火

曜

日

進育る業

証推全図事出

図を動績

たを成活実

し

活るの有

定る図」を

特

」動野、

営動活分し

非

分の有は

活の」を又

利

を野て業

法野分し事

動

成成基出
で有をい実

人

準者

象各施

者道設
所６７要

：立の年年に

１す

則少在月月求

原青
青教は日日る

、年地１

深らら格

少育、かか資

市月月

と設川９９

年施
すが
る設、

年立等ム域
。置洞日日

然少利ど特

自青のなの

家教者企を

の年用の色

指施対・か

等育に画生

事にる案た

導設す立し
学

導活び境

業指生及環

の
ル

ザ

を験報習

員体情

海
北

。
る

す
請

要
を

出
提

りてしこの

あし有る施

次るい。力

、いてと能

とし

アとこ有

のこるを
こ

のる

エい

ら。て

か。

さ爺まま

要
の。

てと

全

る川
い砂

て、
れ村でで

岸
厚
、
町
呂
常
所、
場市

・のの

町

自提モ
行事

施体をル

各然供デ

名動この

２活う業

設験
ポ・

名サ。画

）のと企

、及を

しト案

置ー立

配

教
会
員

委
育

教
道

次び行

び正

田
鎌

長
育

成

報 出成平

の 支平
告 に
が 関年

道月

っ る海４

あ す北年

た
満
を
件

報

北

政 海
道治
選資 ３そ企

挙 の画金
管規 に他提

理正 同案

委

４

、
町
森
、

じ書

連

企平提提の契要関

そ

場方書情

画成出出他約

提

はは成を

案年所法作報

・と

事導こ

の指う
書５

を助。

業

ず

平後交資平提提い

午

場方れ

成５付格成出出

時場審

は場

年ま所査年所法の

市
昌

４では申４は

番書

便海話明

郵北電説

た 育交

号教号の

番道

の 告選
同 つ理

、 に管
で 書挙日

、会
第 て員

法 い委
規 だ第 の ま示 条 か告
定 公

北

法

基） 後海 号 に 浩

員 。に

会昭 関

告和 す

示 る道

第年 ヒ

選法 ア

号律 リ挙

第 ン

管 グ
を理

施）

実号

委

要手

の月、、の入

す第

持 提
期同にる

出日に参否す

等）。るめ

限木じよた

時口

３窓

後会

午照

。の

月）、請月、、合

着
必

持も 書

同又出

日にの日に参提

か同提

。郵法

らじ出金じは方

。期）

ま等午電

日限送を

４留に

で後書話
に事

曜必便り

土時郵よ

日着

付 庁

間

－生－期

涯

及 学－ 習び
場 札部

所

央習線 中学内 市涯
幌生

区課
北総－

３務

連挙 き一 会選 づの 援道

治次 会理 政を 合管 、部

計会 体と 会員 団の の委

のお一

収り 責委

二

支訂 任員

七

告 高す
報正 者長

書 田る

員 る
。条

会

細１

詳第

告

は項

示

案基

提に

画定

企規

、の

限前

に治

書政

明く

説づ

曜）絡

日。連

びるに

及

と

除るこ

はよる

日にす

は
間
時

付
交
。。

く。

西施、 条・
７設

要

橋 の。

プ
ー

目ル
丁グ

訂表
ら之 公

かの

康 旨 浩

。入

と収

この

る体

よ団

ら
か

時
９
前

午

及



政

他 治管分事の 金年そ 資

務団 届治 体 団政 団の 理

体 体出

北 海

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

道 公 報

公付 部か

だ本部交

ま
か

そ収 後
浩支の金

・ら

第

政

他 治管分事の 金年そ 資

務団 届治 体 団政 団の 理

体 体出

号

１
収

．
平入総
成及
十び

四支括

年出

四の

種局 名の
職

公 の・） 者
収総

告日
月

報年
） 称類

あ表
る
団
体

収

件

合人

連

の入 会他

援の

費

会

経光
熱
水
費

支常
備消
耗

種局 名の
職

公 の・） 者
収総

告日
月

報年
） 称類

収
月あ表

十る

六団

日体

火

曜

日

入

本収

年額
越

前繰

入額

出額

支総

年額

入
・

支
出

の
総

額

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

年額
越

翌繰

出額

額

支総

数 費
会

員

・

額

員
党金

個特

選関 政

収

係

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

額

員
党金

年額
越

翌繰

発

数 費
会

員

・

寄）

分付
寄 人定

個特 収

団

人の分
他体 の

法そ団

治分
体

政

っ

小あ

入

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

内事の
小 業
費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分

匿
党

政
）

計ん
せ

っ

小あ

入
収

業
事

計
合

附名

の
内

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費
本の
部交 計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

一
二
八

金
入

借

訳

無
」

部金
へ）

訳金
入

借

等況

産状

資の



び報

政支告１

資にあ収

治出が．

平 金関っ入総

成 規すた及

十 正るのび

四 法報で支括

年 告、出

四 書同の

北 海

道
海

北

か同同

選 ま

挙 だ

管 公

理 浩

委 後

員 援

会 会

道 公 報

に

の

る特ま政局

めか務

改

金項

パ公資事

。定だ治

ィ援ーの

テ後パそ

ー浩

ー会テ他

第

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

号

後
浩

公
だ

ま
か

昭

月 和に法あ表

十 つ第る

六 団 年い

日

第た規

律、の

法て条体

け定
うに

号火

第
英づ ）

ち基

曜 順き
後、

条日 援政

告 連

示 合

第 会

号

む
成囲

平を同同

公い
だ集

まの
か春

年新

治

概合ー政

の連ィの

浩

平の価体

の対団

要会の

い係項

年成集にの

分
局ま入

務か収

事年る中

項浩訳

事公内

のだの

の
他
の入

人
件
費

光 経

熱
水
費

常
備消
耗

会
合

連
会

援

支

の
会体 項
の団 １
会治 第

報 に
任支 定
責収 規
計の

政

の く藤書 づ佐告 基
者

同

か公 体

の 団巌旨 治

要

人体
団

の
他

の
法そ同

人ビ実

法井洋

療松東

医

そを

全サ

愛ル業

者

の新の

他む一

の囲同

体の

団ら

治か

政春

対 の

価 項

の 中

支
で
払

品

品費

経

事
務
所
費 費

計
組活
動

織費

出

訂 収
ら表 の

及の成
正平 入

海成
北平
年

道

ス
ビ

会ー

管月
挙４
選年

の
額
金
の
そ

市
幌
札同同

市が

幌額

札計
合

中
」超
を

区円

央万

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費

発
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

理
第

示
告
会
員
委日 央

南中

部海 一北 の
）

号

をえ

。
る

え
加
を

」

区

区

の

。）

るの

えも

加る
事
分

年

政パ 行ー 治テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の
業

事の
小

費

計

調研

内

お理 と管 の挙 次選 を道

正会 訂員 り委

一 す委

二 る員

九 。長

究

動査費

そ経

附金
付

寄交

の
他
の費 費

本の
部交 計支付

訳

」

之
康

橋 部金
へ）

等況

産状無

資の



た

政
のう

他

分上のけ

年そ
体英 団

治 川ち

北 海

を
１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

道 公 報

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

第

た

他 管分上のけ 金年そ 資
届治 川ち 体政 団のう 理

体 出英 団

号

政

平治

成
十団
四
年体 四

会
援 所

後
順 支）

総
・

者

あ表

公 の る

職 団名の 体

月

報年
） 称類

種

告日
収

収

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支） 者

耗

備消 支常

費
水

類
種援 所 の

職後

公
・順

）会

年
月
日

収総
月の 十
六

名 日

報
称

火

告

曜

収 日

額
繰
越
額

収
入
額

総
額

入 入
・

前
年 支

出本

の

年

総支

額

出

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

入額

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

額
総

の
出

支
・

入

特

・

額

員
党金

年額
越

翌繰

係

選関 政

個 収

数 費
会

員

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

繰

発

越
額

数
員

額
金

収
費

会
・

員
党

年
翌

個特

団
分

体
団

）
付

寄
定

体
分

あ
っ

入

人の
他

の
法そ 寄

分
人

小
治

政

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

体 の
法そ団

）

分付
寄 人

政団

人の分
他

体

治分

小あ
っ

せ

入
寄

ん
）

計

の

党
政

匿
名 附

合
計

内

業
事

収
入

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計

附
の

入
収

業
事

一
三

内 〇

訳金

無入
借

」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



の概要検検検

１

平

定成 型製型定

十

造式定の

四 試年有

年

月 験番効 式業

四

北 海

検又代製う型式 成
平

定は造事

者 ４申名又業遊遊 年表

の機機 月請称は所技技

の 者及検

のび査所のの 日

道 公 報

条務た 北

遊のの 海

技遊で
の

道

機技、
適

公

の機同
正

安

認の規
化

委

定型則
等

員

及式第
に

会

びに９
関

告

型関条
す

示

第

。
る

め
改

に

収
金

付
交

号

そ
支の

・ら
部か

本部

番期 者

月 名名号日号間十
六 平第公 チ株日 示 成 キ式

の チ会

日 年 キ社
マ平４

シ和月号平火 成 ン

日曜

４
年

日

類分

氏住を在種区 氏

月

株代群ぱ遊

名所名行地
県ん機

馬式表馬ち技

群

認

桐社締桐この

県会取

市和市技定

生平役生遊
型

沢島沢び

広中広機及

潤丁の 海二二式 北町町

式す第
る

丁

第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

しす 会昭てる 号

入
消
耗

水
熱

光 経

費
件

人

の
他

の
備 支常

費

目検 道

間
年
３
ら

か
）

日 定 公目

等 安

す 会地地関 員番番に 委

則 長規 員８８る 委のの

和い。 ）

第 田条
６ 潮第

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業
４

品
費

活
動
費

組

出

計

費費
所

務
事

経
品

織

造事
製う型式の概要

３

技技式

又業遊遊型製型

イ
号
１

造 は所

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

を

号制）

年有 造式請称

の
２

６業っ

第び行

）及

は造事

検又代製う型式

者

申名又業遊遊型 表 定
請称は所技技

費
係

関
の費

紙業
誌事

関行
機発

関
機

挙
選 政

伝費
業

宣事

発
の

紙 治
誌 の

のの験 式業 検の機機試
名号

を在種区番 者

査所
行地類分名

群ぱ遊ビ株

馬ち技ッ式

県ん機グ会

桐このシ社

市技定ー和

生遊認ュ平

沢びー

広機及タ

び 番効 業の 試者及

町型

名

番氏住 期 者氏 月 験の
群株代

名号日号間名所

平第公 株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生平役 平４

成広中

和月号平市和
沢島 日

式 の 者及検の機機

年町

在種区 氏 のび査所のの

所名行地類分名

氏住を

名
群株代群ぱ遊

県ん機・

馬式表馬ち技

桐社締桐このビ

県会取

技定グ

生平役生遊認ッ
ュ

広中広機及シ

市和市

町町型ー

沢島沢び

金ー
ィ 資テ 治ー

政パ
研

計
小

の費
他業

の
そ事

費
業

内事
の 活

他
の

そ
行

調

定

目検

丁の

２式
等

のす

地関

番に

一 ８る三 規一

目
月丁潤

４二

６
第

則

日
）

タ

間
年８
３の
ら地

か番

丁潤丁のー

二２式
定

目目検
等

る

ののす

地地関

番番に
６

第
則
規

８８

究
費

交
付
金

経
費

の
交
付

費の
他

の
そ

訳附
寄

査 動

部
本
計支

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条 金
）

無
」

へ
部

等況

産状

資の



事

検検又代製う型式
６

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

北 海

事
う型式の概要検検

５
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

検検又代製う型式の
４

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

四

類分

氏住を在種区 期氏
代群ぱ遊

間名所名行地

示馬式表馬ち技

公群株

伊この

の県会取県ん機

生三役勢遊認

日桐社締
毒市機及

平市共崎技定

野島三び

成境

の

４六秀町式

年町和型

日号

在種区番 者

月丁行

平第

地類分名名号
株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機ダ会

年 桐このン社

生遊認スソ４

市技定タフ月号

境機及イィ

の

七式

町型

野びムア日

名行

番氏住を 期 者氏

丁

群株代

名号日号間名所

平第公 タ

示馬式表 成 イ

の県会取 ヨ

日桐社締 年 ー

生ソ役 エ４

成境ィ井

レ月号平市フ

ッ

野ア置 ク日

月丁男

式４七定

株年町

名

氏住を在種区 期氏

会

間名所名行地類分

公愛タ代愛ぱ遊
ん機ス

示知イ表知ち技

締名このー

の県ヨ取県

古エ役古遊認パ

日名ー

機及ラ

平屋レ屋技定ー

ク岡西びス

成市ッ濱市

西

洋見式ル

年区株区型カ

月寄会平寄の２

４見式
月日号 十
六平第 日成

年
４
月号 火

日 曜

日

検 目

番定 日

地等

３す

ら関 地 か１に 番 ）

検

第
条
６
第
則

間規

年る

定

目

等
６
第
則
規
る
す

関 地に 番

目

第
条

社

日

町検

間
年
３

ら地 か番 ）

町社

定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

第
条
６
第
則

間規

年る

３

は

検検検検又代
イ
号
１

者 定の 型申名 定表 定定

要

８

ロ
号
１

年有 式請称

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

定

型式の概要検検検

７
技式定の 遊遊型製型定

代製う
イ
号
１

年有 造 技

定定は造事

検検検検又
者 定の 型申名又業 定表

の概要

年有 式請称は所

び 番効の 試者及

造
型製

所名

番氏住 期氏 月 験の

第公群株代

号日号間名

平

示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生三役 ４

成境毒

月号平市共
野島 日

業 の 者及検の機機

年町

区者 氏 のび査所のの式

地類分名名

氏住を在種

株

名所名行

式

群株代群ぱ遊
ん機フ会

馬式表馬ち技

締伊このィ社

県会取県

生三役勢遊認ー三

桐社

機及ー

市共崎技定バ共

型チ

野島三びパ

境毒市

験番効 式業 機機試

町和

号間

種区番期 者月 のの

平第公

類分名名号日

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機フ会

日 年 このィ社

遊認ー三４

成

技定バ共月号平

機及ー
びパ日

効の 試者及検の

型チ年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公群株代群

号日号
示馬式表馬 成

の県会取県

日桐社締伊 年

生三役勢 ４

成境毒市

月号平市共崎

野島三 日

フ株
名名

者
式業

年町和

バ共
ー三
バ社
ー会

ィ式

目
月丁行

４六秀

ン
キ
イ

日

式リ

間
年
３
ら地 か番 ）

のー

六秀町

丁行

検グ 目

番定

地等
第

則
規

る
す
関 地１に 番

のー月

式リ４

６

検グ

日
）

定

間

る年

す３

関ら

にか

等

４六秀町

６
第
則

規

月丁行

目

番 日

地

グ

間
年
３
ら地 か１ 番 ）

一
三
二

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

四

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

は

の概要検検検検又

９

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

月 分名名号日号間十
六 平第公 遊ド高日 示 成 技リ砂

の 機ー電

日 年 のム器

認セ産４

定ブ業月号平火 成 及ン株

びア式日曜

式フ社４

型ル会年

日

氏住を在種 期氏

のァ月

三回

号間名所名行地類

表重重胴

第公大高代三

示阪砂

の市電取県県式

日中器締度志遊

央産役会摩技

石玉浜

号平区業郡郡機

船式井城島

成南株
二社治蚊大

年場会町町

区番 者 氏

月丁夫野字

４

地類分名名号日

を在種

平

名行
代三三回遊ド高

成 表重重胴技リ砂

取県県式機ー電

年 締度志遊のム器
業月

役会摩技認セ産４

郡郡機定ブ

石玉浜及ン株

型ル会

井城島びア式日

のァ

治蚊大式フ社

町町

名所

番氏住 期 者

夫野字

第公大高

名名号日号間

平 株

示阪砂 成 式

の市電 フ会

日中器 年 ィ社

央産 ー三４

成南株

バ共月号平区業

ー

船式 パ日

月丁

リ４二社

チ年場会

遊

行地類分

を在種区
ー

この

県ん機

馬ち技

群ぱ

市機及

崎技定

勢遊認

伊

の

町式

和型

三び

検
す３

関ら

にか

等）

定日

塩

第
条
６
第
則
規間

る年

目字
広

）番原字

日９松屋

か

見 ら号
３番
番 年

１ 間

に

原字等

松屋定

字塩検

広
見関
す 番

る 番

目

第
条
６
第
則 １規

グ

日９
）番
か

間
年
３
ら号

検
規
る
す
関

１に

地等

番定

号
２

第
条
６
第
則

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
２

年有 造式請称者 定

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名
株 群ぱ遊

式 馬ち技

県ん機新会

桐この春社

市技定番フ

生遊認一ソ

及

町型

野びア

境機及ィ

月 験のび 番効 業の 試者
間名所名

番氏住 期 者氏

平第公群株代

名号日号

高

示馬式表 成 砂

の県会取 電

日桐社締 年 器

生ソ役 産４

成境ィ井

業月号平市フ

株

野ア置 式日

の 者及検の機機

会年町

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

三三回遊ド

間名所名行
表重重胴技リ

公大高代
電取県県式機ー

示阪砂
中器締度志遊のム

の市
央産役会摩技認セ

日

及ン

平区業郡郡機定ブ

成南株石玉浜

船式井城島び

の機機試

年場会町町型

番 者月 所のの験番 式業

類分名名号日号

在種区

平第

地
三回遊ウ高

成 重胴技イ砂

県式機ン電

年 志遊のク器

摩技認ル産４

業月号 郡機定

浜及株

者及検
町型会

島び式日

名行

氏住を 氏 のび査
の

阪砂表重

大高代三

名所
役会

中器締度

市電取県
城

南株石玉

区業郡

央産

丁の

七式

場会町

船式井

定

目検
等

す
関 地に 番

一 る三 規三

月丁男

社４七定

６
第
則

目
日

大式

間
年
３
ら地 か番 ）

丁夫野字の

４二社治蚊

目字塩検

月
）番原字等

日９松屋定

広に か

見関 ら号

す ３番

る 番 年

の

大式社

６
第
則 １ 間規

関

広に

字等

屋定

塩検

字

す

見

る

二社治蚊

６
第
則 １規 番

番原

９松

目字

丁夫野

号

番

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第



す
又定契資特

等規
品に

役定務 定特役 特る

定 は
務種

務役の

北 海

規１ 北

地定る 海

に平資平者 道

よ成格成に

方
警

必

自

及 り 察治
、年び年要 本

一４調度な

法
部

般月達に資

施
告

をお格

行
競 示令
争日すいは 第

道 公 報

の 製型定定

概要検検検

験番効 業試年有 造式定
月

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

四

手類
達種

調の約格類

の

ー定

続は平式ユ間ユ間

ー定
ロ期ロ期

の、成

特

コ点コ点 例に年

プ検プ検 を定４

ー約ー ２ 定め月タ契タ

型 める

機 るも日式に式
関 体 政のに

す 令と一

入るて、 昭
札特道 号

に定がに

和
政加務結め

年参役締定

第る種よも

令すのしる

者類うの
る、

。必すし

号にとと
当

以要

号間

番期 者

資に該

下な

名号日道

平第公 ア

警 示 成 イ

の ジ

日 年 ー察 テ４

ィ月号平

本 成 ー
ジ日

ャ年部

を在種区 期氏

ン月

パ４

名所名行地類分名

氏住

リ

公東ア代大回遊マ

間

式機リ

示京イ表阪胴技

締富遊のン

の都ジ取府

区テ役田技認

日港ー
ース市及

平愛ィ林機定

一ジコ大び

成宕
パト佐式

年丁ャッ字型

月３ン・備の

４目
月日号 十
六平第 日成

年
４
月号 火

日 曜

日

る す般だ資 平る競

７入せ２２ 成。争格 い

型

の下 １機機 年札以 つ型

令公号体体 政

）資 だだ 第告

格 をいい 」 行せせ

ユ間い ）つつ う時と 号

。 ２号号 ー定う 第１１

ロ期

に

令を北め約

政格定契
り

とめ道契よ

」定海る
達 う。察に調 いた警約

長一す ）部るを 。本係
般る 第

上競地
札共 ５

原入公 の

争方 条

告 株
会）

式日

示

検

間
年
３

ら

社か

番株ウ

定 日４式ィ
社ゼ地に

）号会ン番等

３宕ーす

ら愛ラ１関

か
ル第

ビ則

間洋規

年東る

点） 条））

第

階条

７６

コ

第プ検

３タ契

４
号ー約時時

格申資申資申

資たアイ

書出 請請

審格格請提提
先 の査査類先

出 査審審

に団 第

申ののをの のの

物

男加の 項

都参体 １

美

のす

年つ

経中びて

法 以い及及め

済小協い

律 下てび

第は

中、に産企業る

小当掲業業組と

３

企該げ局等合き 号

資中 は約

小 、を３製国格 締ト土企 造要業 者 月結ン交

等 の 分し以通件

号
２

）、上省

政。道道平こ資

契とる
。審

令 締が税成と格

約
第 結行を

のう滞年査

た指納４の

２
れ
第 ず 格令 い

の政

資次

名 時方 請申申提所 の に

法はす称地

の請請出在

平次こ

期、、る

時期は

に海海

び成にと北北

及

掲 方

るり警札

法年げよ道道

請わ本市

月申行察幌

４
か類け総央

日書な部中

あ 第 業中る長協に。 ）

格行組っ ３ 等小資が同

第 同業要う合て 条 協企

公第、 １ 組等件官法は

」同、需３設 項
合協は

第の ７
と組適適条立 第

又し組４際 号
い合用格

資 掲
。はな合号に に
う

。証掲格 げ
）協いのに

の協 ユ

及業

同 ー のかのの特組 ロ 決つ回発

合 コ 算、転行例
法 プ に誠翼す

タ お実航る

昭 ー いに空耐

て履機空和 か
ら 、行の証

１し製明年 、

法 ユ のた造書

者又を律 ー

第 ロ にでは取

定あ修得 コ

て１請 の め名し月申 条

す 第 必争い日を ４ に競

な札者在る ２ 要入る現
なおの の 同にでに日 項

前 定 をすいい直 規 意関

て指と引２ に
得るこて

を続業 り
い名。き営 よ

者停き年 競
る

す第 件当４ 該の も条 要

す
定
。規 とに こ項 る１

者
る

５提ば部北

らのれ務区

先ら設条

月出な施２
丁

ま、い７

日にな課西

に出

間提

の該目

で当。

を る

れ示

け指

なの

し先

中合をる有 協
び組明げ

す業る 組
小が有企す 業

合で

業のる組者 合
企次

団いと

体ずきあ 以
組か下も

のれ。以る 下
織にの 協
関当業構 組

に該企が 業
るる合員 」

すす組成 合

める理す プ号 タ るこのる

）

。力と第 の ー 契と能こ

とがが３ 指 式 約
種あで条 定

類るきに を
受 及こる規

け

規。とす ２て びとこ定

こ を中 ヘる 模。る 型い

２度 争

ぼ企 コと ほ小 リ

れ以 札
含さ年分 入
は止

ま
ない回該 の

れて上当 へ
。い翼営 加
いな転２ 参

でと空年 排
）こ航業 を

れ
いのが さ

な。機度 除
こ修

成
未

。事に い
と理月 て

佐
保

被
、

者
年

一人

三又

四

らり

なよ

ばに

助
補

被
は

と」の と

。し

い成

な作

はい半 う
律きと過 い

法
和２。を ）

昭、う数 。
にの）占

く協 ー

じ等 タ

同業 プ。

る組

す同 の

契合

な

営な で

をた 者

業満 る

で
人

こい合

で場 い

んい

、
て

っ
あ



２
成 ユ調履履札い

入平だ

平 ー達にせ

成 年 ロを行行参つ

十 北 コす加１

四 海 プる期場す号

年 道 タ特る）

四 ー定日所者

北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成札調 警

に達 おこ用 察

りのを年付を 本

一入受４すす 部

般札け月るる 告

事特 競にる 示

争係。日項定 第

道 公 報

７

資資に有資格格

約資資

は喪有

格効 格係格のを

間 有一、失す の期 のる
競の者 効の 効般１る 有

が 期更

期
間争

第

６

格再再し格

アイウ成資
申有 申 資中を企申たの

組し請効 請

格小有業請

有業る合よ書期

を企す

及 方 す等者又う類間

の

る協ではとを

号

５
申 審のう

格再次行

資を

のれが のずと 請 査いこ

警 にき 申事かで 再

月 察 式役に

十 務必時 本六 の要間 部日 仕な定 告 様平契資
第 機点 等成約格 型示期

担検 体年当号契火 者 入約
規 いに 札月がに だ

曜 指関 説
つす 明日定定 せ

日

入る役
１る 書すす

札調務 号

達の
及

下、称

以は名
び 入

と月
」４量

札年数

い

間は入新に２

。マ
う日

る定

資のめ規

、札定に

有決約る

を札契す

格落

る要

るの係格

す定に資

めでのに

認まも件

と日

提び

旨すあ当

たとで該

業る出当

者同あ協法す

当合も組者し該

の組る

該の合はな期

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る
を。更す書。

業く変有

。

請由該る
相）しる類

資
き

続
き

引
で

者
る

す
当

よ場ユ 号資 にるる

を
格

を る所ー ）格

。ロ有 コす

期と ー 定こ タ 間る プ 時
点。 式

検
一

道

実シ海

をケ北

）ラ

式

成本

る作察

すで警

施ュ

原

府
政上

た
れ長

さ部

。

通。たな

のるるし

達
調

と

あ有と

が、こ

知めい

のた

日間っ

た期な

っ効

のはは

１新き

ら更と

か

、、

で提

続でた者の

に行資

の先

合るのそ出

、あも

はを成、

又格構に

併資

変提

渡すを該

譲有員当

りでし先

よ者更出

にる

の示

継のも指

承そたの

の
も
る

す
と

う
よ

得

し構

体
機

型
２

査
審
格
資
、
は

９

落額

開に入る

要そ号ア
加 のの札 げ金を

札掲札

都

に美

入等算

時決 る額

っ

７８

る
す男

関

務 交交札入約

落財て契

則 付付の作

規 者札書

格

場方定効の

第 決有成

。う

るい失

めなを

定わ

５６
。

契
入保第う入

入以証入。札

札金札）説 札
保にを保第明 条 下

書 の 消 参納証

の ７

り

者員よ

た成に

加付金

４
資作

札札札

執
札入入開開

入

再
の

場場日場日

の
行札

海海話

契北北電

３

請
申

察

項札警号

条道道番

約
を幌

おに 札にし

に定 示市本

た びる金

い当 他及係た

２て の費

、っ こ消額

て
規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

方な要
に １札 第 所法法入否 条
限 項
規 海海話のる の 北北電
警号所） 定 道道番場。

幌察でし に

札

交た よ 市本

すを 定

中部－付者 り

央総

る落 め

すの交 及条 証費

－ 区務

等 金よる納付 びか 税 し

関 海第 」 うこ付に 北ら

と ととの

す 道 い す。免
、ま事 務 う る除条る 財

の 則 ） は納で項 規 。 者
当 そ方定

相 、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

日
び
及所時所時

所

成提にに

時北場区平で

海北

出同同 道郵２

る。。

札送条年すじじ

と

市よ７月こ

幌に西５

中る丁

区合し

央場目日と

す中部－

場央総
北部－ 所区務
２施

丁線 ７内 西課
条設

目

す端

しれ 関の

有さ に満

者額 条が

い金 る数

なた

違と し当 にる

のに 件あ

た該一 入金 反き

三 札額 しは

五

入そ 、の た、

財札の

北部。札 た

は端 分 務

者 予 ２施

と 定

７る 格 内 西課す 価

条設

制

丁。 の 線

目

限

見、こ 年

最
で

内
囲

範
の

も方に 海 。 積地ろ 北 む
た治る 規 の っ自よ 道 ）
契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

入

北は北午、

及年財 る

札

２、海前

条郵道

７番察時

西便警時日

目部送で

丁号本郵ま

総にに

部る着

北－務よ必

海

施場と 道

。

察北課はる

警設合す

５ 則、数 の 規 本海）、

効額 に 第無金
相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

以
び政務 額

も
を

格
価

の

」 の
方第則 上
地令規

消

配）

税札）い

費号と 入

市明

階幌証

１札達

部道
会央便

札中郵

入



１

定契

資平者等規

る品に

必はす

格成に又

及
調度な定特

び年要特る

をお格務役

達に資役定

すいはの務

北 海

規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
警自
り 察治
、年 本法
一４ 部施
般月 告行
競 示令
争日 第

道 公 報

．．．

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

第

所約本

者契契日

イアイ

及

札あにの語

落で約名

とかす続び 在 者る関手

事称地お本

なをるに日

っ申

号

捨税相

平て事当

成た業す
十金者る
四額で金
年）あ額
四

種

るて、調の約

をるを

達
は平式

定がに手類

特道
役締定続

務結めの、成

のしる特

種よも例に年

類うのを定４
２ とと定め月
型 すしめる

当政のに機 る、るも日

に該令と一体

入 昭
札 号和
に
参 年
加 政
令す
る 第
者
に 号
必 。
以要
な 下
資

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

者出をて通

たし務い国

話用

はる担北郵電使貨

す道番番す

、こ当海便

言

札。る警号号る

落と
決組察

語 定織本

び

後の部－－及

速名総

通 － や称務

か及部貨

にび施北

月もか入

十っ免札

六て税書

日

す

価者載

札業記

落事に

とある

格で

火

るかと

するこ

曜

で問
のを。

日、わ

だ 定契す般

成。争い 北め約平る競
つ 道契よ７入せ 海るに
に調政の１ 警約り年札

第告） 本係達令公号 察

をエ 部るを

ン 長一す

行

）ン 上競地う 号ジ 般る
争方ユ 第 原入公ー ２ 札共ロ

格 政
令を
定 」
め と
いた
う。
。
）
第

条
の
５

り
得
る
。

札内 費在課道

消所設海

等幌線 税地

の市

課中

で条

者２

業北

事区

税央

札、
入ず

か丁

る７

あ西

るた
すっ

加も
参積

に見
費の
消額
、金
は約
者契

税
等

体プ間 第 美に団コ時 条

期 号 男加のタ定 ３ 都参
４

す物ー

格申資申資申

及め資た

請請

協い審格格請

びて
の査査類

業る査審審書

合き申ののを のの 組と

第
１
項
の

３

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小 格律 小下
業中、る産企 要
等 件小当資業業

企該格局等 号

道道資、を経国ツ

は約
締済土ル が税格

通メ

行を審月結産交ボ

、省省カ

う滞査分し業

２

業
事
税
免目

指納の）

特の政約政。

資次契と

第第 ず結 格 定令令 い締

れの 役
務にた

係の に分
る
課に

出

時方 に。請申申提

資

時期は法はす

あの請請

及平次こ

て期、、る

っ

掲に

、び成にと

は
設方

行

の４るり

立法年げよ
請わ

際月申

に

の協

格か類け

資日書な

同 特第 同業中要長共 ）
企は行組 ３ 組等小件が

法同業、う合 条 合 例協
組等適官法 第

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

発ア

名し申のかのの式

、行行リ

競て請決つ発

すに誠すすエ

争いを算

札者るお実るるル

入る

業型

にで日いに航事１

行機場の

関なのて履空

前１し用認製

すい直、

指と２のた機定造

るこ

者器書会

を業にで修を社

名。営

停年定あ理有と

に 種のの もめ の条条 要

要 第第 類件当必 ４４ 該

ンこ同 項項 るな １２ す
と意 にの ユ
ー

。を 規規 ロ

得 定定
い るよ 間 プて すに 時 コ

式者競 期 ーる 者り 定 タ

点ユン
格

点

ー 検
ロ 契

式期 ー定 タ間 プ時 コ 約

な

有５提ば

をらのれ 点

先ら

す月出

る

当。

でま、い

者日にな

に出

も間提

るの該

あで

成け指

構なの

がし先

の
員れ示

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

法る務

止度める方す業

れ契と許こ提

さ分るこ
証。を

て当約。可と携

有て

な２種をし

い該と

るる

こ業及すい

い営類

とと

。度規ここ

と年び
を。。

が模

は 未争

にぼ
月ほ

含 成入 検

ま 年札
れ 者へ

保加 型

い参 被 ２

なの 、

除
で 人排 体

） 佐を 機

。
な 又

て せ

こ 被れ い

い はさ だ

。 助い つ

と 補

検
契
約
の

機
型格

２資
以 一下
体

三
六だ

よ

のばに

つ」 せ格 い資

い成

数な作

半らり

過な 等
法と」 と 業

占。し

を

はい う 協
律きと い

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

場る
いす
なく

たじ
満同

で ）

で者 号

人る １

合契 ジ、こ

てい ン

っな エ

あ

ン） エ。 ）う 号い １と
ジ



１
札調ユ式調履履

入一

平 にー 達達

成 付行行 ロ をを

十

すコ すす

四

る期場 プ るる

年 タ 特特

四 定定 事

北 海

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成

資

警 格

おこ用 察 を

りのを年 本

一入受４

有

部

般札け月

す

告 る

競にる 示 者

争係。日 第 が

道 公 報

６７

資資に有資格

成資約資

格効 たの格係格の

し格

、失 の期 申有のるは喪

期効般１ 有間 請効有一

期更

類間期競の 効の 書
を及間争

第

申

次行格再再

をアイウ
有業請 申 のう資中を企

を企す組し 請

いこ格小

の れが有業る合よ

ずと

はと 方 かです等者又う

にきる協で

号

５
出申 審 提提

格再

アイ資
再 のの のの 先先請 査 出

ー 在申 名事 所

月 式 項役役日所

十 務務

六 のの

日 名仕平契

称様成約
担 及等

数９者 型
び年当 ２

火

指 体
量入月が 機

札

曜 説日定

だ明す

日

入る

い書る

２

札調 号

規達

に
す下、

定以は

る
資入

件と月

要」４

格札年

にい

は入新に

当。マ

該う日

のめ

出当、札定

提び間

札契

な期格落る

し該資
定に

れの有決約

け間を
日る

な新るの係

ば更す
での

な続認まも

ら手と

す

旨すあ

。たとで

いめ

る業る

該る者同あ協法

す当合も組者

当。の組

る該の合は

業限あ４

者資企にで、

引に組るるの

で格
るを）格の

き係合。資
変有請

き営除をを申

続

類

格を。更す書

資業く

北
称地請由

を相）しる

市
察幌

警札
道道

海海
北

場

部北
務区

総央
部中

本

）
号。

１る

つよ所

せに

ン
ジ

ン
エ

海

なをケ北

し）ラ

間
時

すで警

こ施ュ道

い実シ

部

な。成本

とる作察

と
き政上

とた

たれ長

っさ

のるる

資達

、調原

は府

効

あ有

が、

知め

通。た
新

ら更

かの

日間

た期

っ

、

のは

１

で提

得続でた者の

に行

う合るのそ出

よ、あも

す又格構に

と併資の先

も譲有員当

るはを成、

はにる変提

の渡すを該

資りでし先

、よ者更出

審継のも指

格承そたの

西
設条

施２

査し構の示

８９

検
点

期
定

目
丁

７
課

入開に

財て契要そ号

っ
則のげ

書 規札 札掲

約 務

作

に美

効入 成 第時 有のる

。
うる

失す男

を関都

格

６７

。札交交

第う入落
札

）説
書 のの 付付 第明 条者

の決 ７

５
契。

るい

めな

定わ

入保

札札金札

開開入以証入

札札にを保

下

成に

加付金

消 保参納証

申り

際者員よ

のた
４

請資作

海海話札入入

北北電入
札札 札警号行

道道番執

幌察の
場

２３
市本

せ条

成 札い約

入平だ契

に

号示

北 加１を

年 参つ項

に す

な札 の
否他び 第い 入及 要 条お

２ 限の 項、 にこ １て 札

に 定規 。告 規に る公 の

る ため よす し定 に定 ）

札 め格 を入 定資 者る り

びか交定 場方 及条

を 落

海第に所法法 北ら付方

関
す 道
財

海海話の 務条る北北電

則
で項道道番場 規
ま事

定幌察で

の札警号所
交 昭め市本

る中部－付 和

す と央総

る納

税 証しすの 場日費

の

」 所時金うこ付

等 よ
る除

い す。免

と とと

は納

。 郵にに者、

う 明

相 でじじ、付

） 便同同

額 出の法

当 提。。そ方

含 るのは

を す者等

及

中部－所場日

央総

び所時

北部日 － 区務

時 ２施

北会中平

内 西課海場央成

条設
７道区

幌送２５

丁札郵北年 線

目

市に条月

中よ西

場

道 る）す

海

央る７日

本 必ジ 察 にン所

警 者エ
部 要ン
告 な
資示

間
第時 格

札に た 検
規点

に期
号定

価な とす 定し 者関 予有

。件 の者 る条 格い する
た違 限しに 制の

一 入反 の

三 札し 範

七

最務札 で財入 内、た 囲

る 年

は

ろ北部。 北－ こ区務

海に２施

道

７ 則内 る西課 規
よ条設

丁 第線 。

目

号
下

以
。

方

。 と積地

む こ見、
財

、た治

の しっ自

） とも

入契法
令 ５

日金行 の

札約施 分

まに

時額
す

に費和 当

で消昭 相

必税

合目午

区場丁

着及年 る

２は前

北
条、北

西郵海時

７便道

目号察

丁番警分
本郵
部送 北

務よ

海－総に

道

部る 警

ユに る約
す契

定

察施場

タ格 プ資 コる ロす ー関
す 式有 ーを
る
こ

効 価第無 の則、 低規
と 格

則
規

務

。

も各る
す を条

地令 以

とび政 額

い
と

」 の
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